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とより、ジョン・ロールズに代表される現代の正義理論を超える可能性をもっている。ただし、その実践的適用を図ることはむずかしい。ともする 観察者 視点から行為者の潜在能力 一方的に同定し、定量的操作と分析に邁進しかねない。個々 行為者に 真に有益となるかたちで潜在能力アプローチを適用するためには、それをリードする「プレ理論」が必要となる。ここで参照される書のひとつが、宮地尚子著『環状島＝トラウマの地政学』 （みすず書房、二〇〇七年）であ
　
精神科医としてＤＶ被害者の治
療に関わってきた宮地は、人間はかくも残酷になりうるものなのかと、いく度も被害者の話に打ちのめされながら、また、と に自ら二次トラウマに陥る淵へと落ち込みながら、被害者の生を支援し続ける。宮地のユニークさは、特に、苦悩を語ることなく亡くなっていった死者の被害の全貌をとらえようという試みに現れる。　
死者は究極の犠牲者である。死
者の被害 苦悩をとらえないこには、被害者の生に対して真に適切な支援もおぼつかない。これが宮地の信念である。だが、いったいどうやったらとらえられるのか。ここで登場するのが本のタイトルともなっている「環状島」である。これは死者も含めた被害の全貌をとらえるために宮地が構想した「プレ理論」に他ならない。　
いつでも逃げることのできる自
らの立ち位置に悩みながらも、宮地がひるまない理由は明快である。ひるんだら加害を隠ぺいしようとする加害者の思うつぼだから。観測問題を踏まえた社会科学の方法的革新のヒントは、優れた他者介入の実践にあ 。（ごとう
　
れいこ／一橋大学教授）
